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11月 度理事会の概要
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11月 度理事会概要

開 催 日時 :  平成 25年 11月 21日 (木)14時 00～ 16時 00分
開 催 場 所 :  文京 区民セ ンター 2階  C会 議室

文京 区本郷 4-15-14
理 事 総 数 :  10人
出席理事数 : 10人

(1)理 事長挨拶

皆様、参集 ご苦労様です。

今年 も余す ところ 1か月 とな りま した。段々気ぜわ しくなっ
てきますので、お体 に気を付けて くだ さい。
それでは只今から、 11月 度理事会を式次第にそって進めてき

たいと思います。宜しくお願いします。

(2)業務報告            .
① 事務局運営・渉外

・組合員情報 :9月 30日  テクノ防災サービス (株)退会。
・11月 14日 (木)事務局・水落課長、東京消防庁本郷消防署から

火災予防業務協力功労者として表彰された。
・12月 19日 (木 )忘年ボウリング大会 於・高田馬場
012月 3日 (火 )東京第 4支 部会 於・羽幌 (吉祥寺)

0(―財)神奈川県消防設備安全協会・顧問 (元理事長):黒沢貞夫氏
逝去。11月 21日 告別式、弔意 (生花)。

② 広報
0防災組合ニュース 11月 10日 号 発行。

組合員各位へ新年賀詞交歓会の案内を同封。
③ 教育

・ 10月 11日 (金 )消 防設備
=受

験準備講習会甲 3実施ι
・ 11月 7～ 8日 (木・金)消 防設備士受験準備講習会甲4実施。
・ 1月  防排煙設備実務講習会予定。

④ 福利厚生・企画
012月 19日 (木 )ボ ウリング大会・忘年会 (高 田馬場 BIGBOX)



・ 1月 16日 (木 )新年賀詞交歓会 (東京ガーデンパレス)

⑤ 財務

売上は横ばいで財政収支に楽観はゆるされないが、キャシュ

フローにおいての支障はない。

③ 共同購買

下半期に入つて持ち直しつつある。今後の売上増を期待 している

が予断は許 されない。弓|き 続き、共同購買事業への各位のご理

解・ご協力を引き続きお願いする。

⑦ 開発 :特 になし。

③ 研究部会

組合扱い商品候補について。

・候補製品を購入 し、実際に使つて調査を行つている。

・本製品の評価等のため調査委員会を 11月 11日 立ち上げた。

次回 11月 22日 開催の予定。

⑨ 青年部会

11月 8日 (火 )、 「救急救命士」研修会 (本郷消防署による

講習会)を実施 した。有意義な講習会であつた。

⑩ 防排煙設備検討委員会

・「防排煙設備実務必携Ⅱ」の編集を終え、印刷の費用見積等を

行 う。

⑪ 支部運営促進

12月 3日 (火 )午後 6時 30分～

東京第 4支部会実施の予定。羽幌 (吉祥寺駅前)

⑫ その他の事業 :特 になし。

(3)議案の審議

第 1号議案 年末年始諸行事について

・ 12月 19日 (木 )

午後 6時 00分～7時 30分  ボウリング大会

於 :高 田馬場 BIGBOX
午後 7時 30分～9時 00分  志年会・表彰式

於 :「 ゆずの小町」

・平成 26年 1月 16日 (木 )

午後 3時 00分～5時 00分  新年賀詞交歓会



於 :東京ガーデンパ レス

*1月 度理事会 午後 1時 00分～2時 30分

・三役新年挨拶廻 り

予定 : 1月 10日 (金 )

01月 6日 (月 ) 東京消防庁出初式

出席予定 :松原理事
01月 6日 (月 ) (一 社)全国消防機器協会 0新年名刺交換会      ‐

出席予定者 :永 井理事長、岡野事務局長      .
・ 1月 8日 (水) 東京都中小企業団体中央会・新年賀詞交歓会

出席予定者 :岡 野事務局長

第 2号議案 事務局年末年始休暇について

12月 28日 (土 )～ 1月 5日 (日 )と する。

第 3号議案  50周 年記念行事について

記念行事は “50"周 年に拘 らず、組合の業績を勘案 し

ながら別途、委員会を立ち上げて計画する。

記念行事準備委員会の委員長を広江副理事長にお願いする。

(4)そ の他

・ 次 回理事会 平成 25年 12月 19日 (木 )

*開 始 は 2時～ 4時 とす る。
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平成 25年 11月 度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等      __   ・来局理事笠

10月 11日 (金) 消防設備士受験準備講習会 第 3類  ・ 0・ 松原理事

文京シビックセシター3階 B会議室

10月 17日 (木) 10月 度理事会

文京区民センター3階 E会議室

10月 23日 (水) 業務決裁 00・  藤岡副理事長 (会社にて)

10月 24日 (月 ) 第 38回防排煙検討委員会

文京シビックセンター5階 D会議室

11月 1日 (金)  賀詞交歓会打合せ  00・ 東京ガーデンパレス 薄井氏

^ 11月 5日 (火)  消防設備士受験準備講習会 第 6類

文京シビックセンター5階 D会議室

11月 6日 (金)  業務決裁 ●3● 藤岡副理事長 (会社にて)

11月 7、 8(木、金)消防設備士受験準備講習会 第4類

全水道会館 (7日 )

文京区民センター 2階 B会議室 (8日 )

11月 14日 (木) 経営診断 ・・・小出会計

11月 21日 (本) 11月 度理事会

文京区民センター 2階 C会議室

業務決裁        0・ 3藤岡副理事長
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平成 25年 11月 26日
消    防    庁

消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付す
る点検票の様式を定める件 (消防庁長官告示)の一部を改正する件 (案 )

等に対する意見 果、告示の公布及び今後の対応

1 意見募集の結果

告示案について、平成 25年 8月 30日 から平成 25年 9月 29日 までの間、意見を募集し

たところ、意見はありませんでした。

2 告示の公布

消防庁では、意見公募手続の実施結果等も踏まえて検討し、以下の告示を平成 25年 11

月 26日 に公布 しました。

(1)消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様

式を定める件 (消防庁長官告示)の一部を改正する件 (平成 25年消防庁告示第 19号 )

(2)型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができる製造工程にお

ける検査の信頼性が確保されているものを定める件 (平成 25年消防庁告示第 20号 )

3 公布された告示の内容

今回の消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の

様式を定める件 (消防庁長官告示)の一部を改正する件等の主な改正事項は、以下のとお

りです (告示の概要は別紙のとおりです。)。

(1) 消防用設備等の点検要領に示している不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備

等の容器弁の安全性に係る点検項目及び点検期限について、容器弁の消防用設備等の点

検の基準において新たに規定し、不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備等の容器

弁の点検の実効性の向上を図るとともに、点検票について所要の規定の整備を行うもの

です。

(2)型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができるものについて、

検定対象機機器具等で製造工程における信頼性が確保されているものとして次に定める

もののうち、主要な項目の検査に係る測定結果が製造工程において確実に記録されるも

のとするものです。

(1)火災報知設備の感知器

(2)住宅用防災警報器

5

消防庁では、消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点

検票の様式を定める件 (消防庁長官告示)の一部を改正する件 (案)等の内容について、

平成 25年 8月 30日 から平成 25年 9月 29日 までの間、国民の皆様から広く意見を募集し

たところ、意見はありませんでした。また、意見募集の結果を踏まえ、当該告示を本日公

布しました。



消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式

を定める件の一部を改正する件等について

【概要】

不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の点検の実効性の向上を図

るため、当該容器弁の点検項目及び点検期限等を新たに規定する等の改正を行うほか、

消防法施行規則 (昭和 36年 自治省令第 6号)が改正され、型式適合検定が、立会い方式

を原則とするが、データ審査方式の方法によることできることに規定が変更されたこと

に伴い、所要の告示を定めるものである。

1.消 防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様

式を定める件の一部を改正する件について

【改正理由】

不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の耐圧性能や気密性能等の

安全性に係る点検については、現在、消防用設備等の点検要領に基づき行つているとこ

ろであるが、安全性に係る点検の実施率が低いこと等を踏まえ、安全性に係る点検の実

効性の向上等を図るべ く、ガス系消火設備等の容器弁の安全性に係る点検基準について

告示化を行うこととした。

【内容】

不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備等の容器弁の点検の実効性の向上を図

るため、過去の容器弁の耐久性に係る試験データや意見公募の結果等を踏まえ、不活性

ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備、粉末消火設備、パッケージ型消火設備及びパッ

ケージ型自動消火設備の点検基準について、不活性ガス消火設備のうち消火剤に二酸化

炭素を用いるものにあつては点検期限を 25年、それ以外のもの (不活性ガス消火設備の

うち消火剤に二酸化炭素を用いるもの以外のもの、ハロゲン化物消火設備等)にあつて

は点検期限を 30年 とする。また、安全性に係る点検項目を新たに規定するとともに、点

検票について所要の規定の整備を行う。

【施行期日 =経過措置】

公布の日から施行する。

また、所要の経過措置を設けるものとする。

平 成 25年 11月
消 防 庁 予 防 課
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2. 型式適合検定の方法をデータ審査方式による方法とすることができる製造工程に

おける検査の信頼性が確保されているものを定める件について

【理由】

消防法施行規則 (昭和 36年自治省令第6号)が改正され、型式適合検定が、立会い方

式を原則とするが、データ審査方式の方法によることできることに規定が変更されたこと

に伴い、データ審査方式で行うことができる検定対象機械器具等を定める。

【内容】

検定対象機械器具等で製造工程における信頼性が確保されているものとして次に定め

るもののうち、主要な項目の検査に係る測定結果が製造工程において確実に記録されるも

のとする。

(1)火災報知設備の感知器

(2)住宅用防災警報器

【施行期日】

平成26年 4月 1日
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蒔
譜

剤
科
０
ヽ
日
鮮
サ
こ
計
鹸
ゆ
西
伊

，
ベ
ン
罰
、
´
、
ミ
♯
登
針

，
日
針
。

●
）

獅
戯
蒔
詰

ヨ
鴻
０
日
ヽ
心
サ
こ
汁
鹸
ゆ
萬
計

，
【
´
罰
ヽ
ぶ
場
針

，
日
針
。

↑
）
料
ゆ
藩
耐
０
苓
ヨ

ヽ
ゆ
炸
暉
Э
ｕ
゛
′
蠍
薄
丼
Ｏ
ｄ
Ｏ
置
い
ｏ
（
再
苓
ヨ
ロ
ヽ
′
務
藤
島
０
び
０
お
け
ｕ
べ
再
書
ヨ
籠

層
´
ユ
薄
ヽ
お
丹
Ｏ
ｄ
Ｏ
声
Ｓ
ｕ
【
再
苓
響
日
ヽ
溶
ｑ
寄
ヨ
節
澪
旨
ｑ
萬
料
ゆ
冷
萬
●
ｕ
べ
〓
苓
里
南

ヽ
鏡
醸
Ｈ
（
伊
゛
臼
針
。

雪
）
澪
沐

目
Ｈ
【
Ｓ
が
臼
針
。

別
表
第
六
ｌ
②
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
　
●
誌
当

貧
）
準
蒻

ヽ
熟
′
飾
蕩
´
琴
ｃ

，
潮
０
絆
登
僣

，
日
館
。

ミ
）

料
ゆ
雨ヽ

≫
紫
冷
０
準
蒻
Э
舟
薄
萬
静

，
【
効
串
ヽ
高
粕
議
サ
騨
６
゛
言
汁
φ
Ｏ
ａ
Ｓ
ｕ
【
再
鵬
薄
狂
薄
ぶ
嘉
ウ
リ

萬
′
ヽ
Ｏ
さ
Ｏ
ｄ
Э
再
゛
υ
【
再
鰐
障
ド
Ｘ
再

，
諸
当
０
料
ゆ
藤
０
升
落
０
濃
さ
ぶ
８
令
戯
敲
』
弩
夕
帰
【

０
璽
百
´
ゝ
０
爆
虫
肩
０

，
べ
料
さ
■
タ
ロ
針
。
日
Э
滋
⇒
萬
計

，
【
´
澪
耐
ぶ
Ｘ
薔
≫
誅
冷
０
”
ゆ
蒔
０

舟
薄
Э
潜
吝
ぶ
８
や
゛
畿
』
〕
夕
野
【
０
コ
百
料
滸
■
夕
鹸
０

（≫
串
冷
０
準
蒻
０
狂
薄
言
か

，
パ
ゆ
詳
ヽ

市
粘
秦
サ
識
３
０
さ
汁
ｄ
Ｏ
肩
０

，
パ
懸
熙
狂
落
ぶ
済
を
サ
萬
滸
き
■
夕
湿
ゆ
磁
幕
〈
し
萬
Ｓ
Ｕ
（
再
´
薄

燿
０
導
丼
声
”
６
ヨ
ロ
蒔
詰
澤
ｑ
狗
討
蒔
譜
萬
索
が
狂
薄
戯
珀
ｕ
ロ
ト
境
【
”
い
。

い
　
準
灘

琺
鋸
＞
募
サ
゛
簿
０
準
ｃ
汁
≫
策
冷
百
澪
蒻
′
菫
繊
´
端
ｃ

，
嘉
か
♯
場
針

，
日
針
。

σ
　
課
悴
´
ミ
洋
澤
９
４
詳

鞘
梨
図
畔
河
訓
難
叫
ヽ
計
詳
訃
´
蒻
汗̈
澤
９
４
辞
針
コ
ー
【
む
か
臼
館
。

ｏ
　
ヨ
ロ
蒔
譜

ヨ
Ｎ
Ｓ
ヽ
日
磁
り
こ
汁
滋
ゆ
萬
お

，
（
´
罰
営
´
ヽ
ミ
♯
鏡
針

，
い
針
。

Ｑ
　
冷
戯
蒔
譜

ヨ
鴻
０
日
ヽ
中
サ
こ
汁
滋
０
お
む

，
べ
´
舗
営
♯
２
針

，
日
館
。

ｏ
　
漑
悧

醸
Ｈ
ａ
ｓ
が
”
館
。

別
表
第
六
１
０
中
工
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に

Ｈ
　
料
か
滞
耐

（暢
議
冷
百
鰐
再
゛
ざ
汁
ぴ
Э
百
扇
゛
＾

（ヽ
　
準
蒻

翔
隷
´
航
蕩
´
端
ｃ

，
潮
か
事
境
針

，
臼
館
。

ミ
）
ヽ
ゆ
藤ヽ

踏
ゆ
牌
酬
Э
準
熟
０
舟
落
顧
静

，
【
蹄
ゆ
肝
暉
肩
細
講
境
梨
６
゛
苦
汁
ぴ
０
萬
゛
ｕ
バ
再
ぶ
欝
舛
薄
ぶ
諄

を
サ
肩
″
゛
０
蔵
０
ひ
０
萬
伊
Ｕ
（
屁
鰐
暉
ぶ
Ｘ
顧
蹄
ゆ
磨
耐
Э
冷
ゆ
諄
Э
所
藤
０
沿
滸
ぶ
８
書
戯
譲
巌
■

恥Ｍ商い湘鶏ン粉訥酬鋼捕向前田悧哺四榊田許ポ糊納螂̈
沖峙お糖ぽＮ剛蒸津れ釧船螂詢い

，
【
料
ゆ
藩
耐
再
浄
辞
鶴
騨
６
゛
ざ
汁
び
０
お
０

，
【
』
騨
狐
薄
ぶ
際
●
サ
萬
潜
さ
●
が
締
０
磁
界
〈
し
市

Ｓ
Ｕ
【
再
´
薄
翅
０
導
腸
市
舛
０
ヨ
ロ
言
語
´
狐
職
蒔
誌
澤
Ｑ
料
ゆ
海
同
Э
苓
ヨ
萬
ヽ
い
ヽ
薄
゛
聯
ｕ
臼
針

場
【
躁
か
。

摯
　
準
ゴ

聯
策
＞
芽
り
゛
翅
０
準
σ
汁
路
ゆ
滸
耐
萬
ヽ
き
´
茄
蕩
´
峠
σ

，
ヨ
”
事
サ
針

，
臼
針
。

σ
　
洋
酪
´
熟
丼
澪
９
４
藤

製
響
図
咄
肩
卍
蝉
叫
ヽ
汁
蒸
際
´
ミ
洋
澪
ｑ
４
薄
針
コ
ー
【
い
０
口
針
。

ｏ
　
ヨ
ロ
蒔ヽ
譜

ヨ
科
Э
丼
円
０
サ
再
汁
鹸
０
市
伊
５
バ
ン
舗
、
´
、
ミ
絆
場
針

，
臼
館
。

α
　
冷
戯
雨ヽ
譜

ヨ
Ｎ
Ｏ
日
ヽ
い
サ
再
汁
鹸
ゆ
萬
伊

，
べ
´
罰
ヽ
♯
サ
軒

，
日
針
。

ｃ
　
辮
ゆ
牌
耐
○
苓
ヨ

〓洲動糾蜘いい瑯一〔雛哺響い請野田鶏洵蜘講野輝潮縦お
いば
場
艶
爆
鋼
酵
識
灘
♂

日
【
Ｓ
が
い
針
。

「
　
淋
洲

感
目
【
伊
０
日
針
。

別
表
第
七
１
０
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ｑ
　

，
丼
冷

貫
）

準
ミ

、
ミ
ン
菫
繊
´
轄
Ｃ

，
コ
”
♯
境
針

，
臼
針
。

ミ
）

料
ゆ
蒔

，
非
冷
０
ン
蒻
Э
＞
落
百
計

，
【

，
市
冷
肩
牌
議
悦
識
３
゛
ヽ
汁
ｄ
Ｏ
ａ
Ｓ
ｕ
（
屁
Ｉ
雨
狂
薄
ぶ
際
を
サ

言
´
゛
Э
さ
０
ぴ
０
声
Ｓ
Ｕ
（
再
鰐
離
ぶ
Ｘ
再
琺
策
当
Э
料
Ｄ
諄
０
狂
藤
Э
冷
さ
ぶ
８
や
０
譲
』
■
夕
野
（

一一一颯いい一器一一一一『一一一̈一績̈一一̈一一̈̈
”一̈̈
”赫「いいいい一讐絲

“
　
　
準
い
］

暢
鋸
＞
芽
サ
Ｊ
螂
０
準
ｃ
汁
磁
華
冷
百
料
゛
′
満
き
ン
雌
Ｃ

，
濃
か
絆
サ
軒

，
日
針
。

σ
　
蒸
酪
ン
蒻
洋
澪
Ｑ
４
諄

澤
梨
図
咄
声
訓
難
鉾
ヽ
汁
群
悴
´
蒻
蕩
澪
ｑ
４
辞
ト
コ
ー
（
い
０
日
針
。

ｏ
　
ヨ
用
蒔
詰

ヨ
満
０
ヽ
日
゛
サ
こ
汁
鹸
０
高
か

，
【
´
罰
鮨
´
冷
蒻
♯
サ
針

，
日
針
。

α
　
獄
戯
Ｆヽ
譜

導
満
０
日
ヽ
中
サ
■
卜
わ
Ｏ
Ｆ
お

，
べ
´
罰
ざ
絆
サ
針

，
臼
針
。

ｏ
　
淋
労

醸
日
（
い
０
日
針
。

Ｓ

・
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別
表
第
七
ｌ
ｍ
力
を
キ
と
し
、
オ
を
力
と
し
、
工
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｈ
　
料
ゆ
脂
暉

（幡
詳
ヽ
声
難
こ
゛
ヽ
計
ｄ
Ｏ
萬
一矩
か
し

貫
）
準
ミ

ド
蒻
´
症
薇
´
雌
ｃ

，
鴻
か
牟
怯
針

，
日
針
。

ミ
）

ヽ
ゆ
蒔ヽ

洋
ゆ
澪
剛
Э
準
蒻
Э
狂
薄
萬
計

，
パ
料
ゆ
滸
耐
萬
粋
講
吻
調
６
ｏ
ヽ
汁
び
０
声
Ｓ
ｕ
【
再
懸
瑯
浙
落
ぶ
関

ウ
リ
萬
´
゛
０
書
Э
ｄ
Ｏ
お
Ｓ
ｕ
（
薔
鰐
耐
ぶ
Ｘ
屁
ヽ
ゆ
藩
国
０
躊
い
言
Э
濤
薄
Э
藩
き
ぶ
８
↓
中
譲
目
■

ｏ
一
ら
０
ョ
層
′
澪
０
喘
爛
ａ
Ｏ

，
（
濃
澪
〕
夕
臼
館
。
日
Э
わ
０
層
計

，
バ
ン
理
司
ぶ
Ｘ
再
料
↓
磨
司
０

洋
ゆ
Ｆヽ
Ｏ
モ
落
０
絣
吝
ぶ
８
書
戯
謙
麟
〕
夕
汁
ら
０
ヨ
萬
潜
吝
料
夕
滋
⇒

（ヽ

か
海
離
０
準
蒻
Ｏ
濤
薄
声
計

，
（
料
ゆ
滞
障
言
粕
議
す
製
６
゛
ヽ
汁
ψ
Ｏ
お
０

，
【
朕
ヾ
澪
蕩
ぶ
陪
を
サ
萬
粘
き
嗜
夕
滋
０
心
雰
〈
し
萬

゛
υ
バ
両
´
洋
卸
６
ヽ
男
萬
肝
０
コ
円
書
譜
´
冷
鍼
蒔
譜
澪
Ｑ
踏
↓
磨
剛
０
苓
ヨ
声
ヽ
か
舟
薄
磁
球
０
口
鉾

鶴
【
“
か
。

，
　
準
Ｓ

，
策
＞
芽
サ
０
尋
０
準
σ
汁
ヽ
ゆ
牌
耐
言
ヽ
悪
´
嘉
議
´
雌
ｃ

，
濁
か
絆
湧
針
５
日
針
。

げ
　
藻
詳
´
蒻
洋
澪
９
４
諄

難
翠
図
畔
萬
卍
難
研
ざ
汁
詳
酢
´
ミ
洋
澤
９
４
諄
針
コ
ー
【
い
０
日
針
。

ｏ
　
ヨ
ロ
蒔
譜

ヨ
濤
０
丼
日
０
り
こ
計
わ
０
萬
計

，
（
´
罰
ヽ
′
ヽ
蒻
絆
鶴
針

，
日
針
。

Ｑ
　
狩
討
麻
詰

ヨ
満
ｏ
ｍ
ヽ
中
サ
こ
汁
滋
ゆ
萬
計

，
ベ
ン
罰
針
♯
鶴
針
ｇ
臼
針
。

ｏ
　
ヽ
ゆ
購
耐
０
李
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・轟
総耐郷”̈
ジ
［闘哺科い詢い賄いコ鯛講輪岬濡識あ
跡
戯
野
鞭
哺
釉
騨
鶉
湖̈
♂

日
【
き
い
“
針
。

「
　
汁
渕

感
日
（
３
が
ロ
ト
。

別
表
第
七
１
０
カ
リ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｃ
）
聯
策
当

”
　
　
登
〓
ヽ

ヽ
ミ
´
茄
れ
´
端
ｃ

，
議
”
＝
登
”
ｇ
臼
針
。

σ
　
ヽ
ゆ
事

０
紫
冷
０
準
蒻
０
＞
疹
言
お

，
べ

，
業
ヽ
市
海
議
場
調
６
゛
ヽ
汁
び
０
萬
伊
ｕ
（
再
懸
態
濤
も
ぶ
際
を

サ
再
´
゛
Ｏ
Ё
Ｏ
ｄ
Ｓ
市
゛
ｏ
バ
藁
鞘
耐
ぶ
Ｘ
屁
聯
鋸
冷
Э
洋
ゆ
蒔ヽ
○
濤
薄
Э
潜
淋
ぶ
８
や
゛
謙
』
■
タ

制削い相筋領膠渤酬錨読向嗣酬悧疇四榊渕許ポ紳渤怖い紡峙〓湘汗饉珈浴隷師Ｄ醐硝い到

【
≫
非
ヽ
Ｆ
牌
辞
場
調
３
●
〓
汁
び
０
河
０

，
べ
辰
態
ル
薄
ぶ
出
を
サ
萬
潜
き
■
夕
葱
⇒
磁
界
Λ
し
萬

Ｓ
Ｕ
（
藁
″
薄
熟
０
い
男
喬
”
も
ヨ
ロ
蒔
詰
澤
Ｑ
刈
討
蒔
譜
肩
求
さ
濤
落
０
ゴ
０
口
館
鶴
【
帖
い
。

Ｔ
）

準
諾

，
鶉
＞
芽
り
゛
響
０
準
Ｃ
計
効
誅
冷
お
ヽ
き
´
茄
蕩
′
端
ｃ

，
コ
か
＝
う
針

，
臼
針
。

３
）
課
悴
′
熟
洋
澪
９
４
諄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

製
摯
図
畔
萬
卍
難
針
営
汁
蒸
酢
´
蒻
第
澤
９
４
諄
ト
コ
ー
【
い
０
口
針
。

零
）
ヨ
ロ
蒔
譜

ヨ
濤
０
栄
円
戯
サ
再
計
滋
⇒
置
静

，
べ
´
蔀
言
´
溜
゛
輩
場
針

，
日
Ⅳ
。

言
）
冷
餞
蒔
譜

ヨ
熙
０
日
ヽ
厳
サ
こ
汁
滋
⇒
お
お

，
バ
´
罰
さ
♯
湧
針

，
臼
針
。

↑
）
辮
労

醸
日
【
゛
０
口
針
。

別
表
第
七
１
９
カ
中
い
を
い
と
し
、
い
を
閉
と
し
、
口
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

■
一　
冷
ゆ
藩
暉

（料
詳
冷
百
甦
尋
口
ヽ
計
ψ
Ｏ
百
罵
か
し

，
　
単
蒻

ヽ
意
´
慮
菱
´
峠
∈

，
嘉
か
♯
サ
針

，
い
針
」

岸）

ヽ
い
言

料
↓
磨
陣
Э
準
ミ
Э
＞
薄
萬
お

，
べ
冷
⇒
序
耐
ａ
粕
毒
う
譴
３
ｏ
ざ
汁
゛
Э
百
３
ｏ
（
再
Ｉ
郎
＞
郎
ぶ

卜
を
サ
高
´
゛
Ｏ
蒔
Э
゛
０
百
伊
υ
（
再
畔
陣
ド
Ｘ
再
踏
ゆ
序
離
０
ヽ
↓
事
Э
吾
薄
Э
藩
き
ぶ
さ
や
心
談

鷹
■
夕
叶
【
Э
ヨ
萬
´
ゝ
Э
喘
週
萬
０

，
べ
冷
き
■
タ
ロ
ト
。
口
０
落
Ｅ＞
百
お
５
べ
´
澤
離
ド
Ｘ
可
ヽ
↓

藩
爾
Э
ヽ
↓
事
Э

，
蕩
Э
冷
さ
ぶ
８
↓
鮮
譲
巌
ヽ
い
野
ら
０
三
百
潜
き
■
か
き
⇒

（丼
⇒
藩
〓
○
準
燎
Э

＞
が
高
伊
ラ
（
料
↓
海
肇
萬
獅
議
サ
譴
δ
゛
さ
汁
ψ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

，
べ
Ｌ
蓼
舛
蕩
ぶ
諄
を
サ
萬
潜
ヨ
ヽ
夕
ぎ
⇒

゛
秀
〈
し
喬
ヽ
じ
【
菫
′
薄
書
ｓ
ヽ
井
市
”
ｓ
ヨ
ロ
事
譜
´
ｎ
Ｓ
幸
詰
澪
Ｑ
ヽ
い
麻
車
Э
書
ヨ
声
ヽ
か
＞

落
中
ご
ｏ
臼
針
サ
（
中
心
。

言
）

準
澱

，
訴

，
，

サ
ｏ
簿
ｏ
準

σ
汁
ヽ
ゆ
洋
庫
声
ヽ
意
´
燕
傘
´
峙
ｃ

，
コ
か
ギ
サ
労

，
日
針
。

３
）

詳
詳
´
゛
丼
溶
●
４
詳

輝
摯
図
畔
市
卍
難
研
ヽ
計
課
悴
′
ミ
洋
澪
Ｑ
４
諄
針
コ
ー
（
む
０
口
針
。

零
）

ヨ
日
言
語

ヨ
漏
０
ヽ
瀾
鮮
サ
尋
汁
雄
０
高
静

，
（
´
罰
ヽ
´
ヽ
ミ
♯
サ
針
τ
口
針
。

Ｅ
）

狐
討
声
諄

ヨ
酔
Э
「
き
０
り
こ
汁
雨
０
再
お

，
バ
´
罰
針
學
境
針

，
ロ
ト
。

●
）

ヽ
ゆ
滸
剛
Э
李
ヨ

ヽ
ゆ
滞
耐
Э
Ｏ
゛
′
〓
薄
潟
０
ぴ
０
声
゛
ｕ
べ
■
苓
ヨ
ロ
ヽ
´
ヽ
お
屏
Э
び
０
百
い
Ｊ
【
再
李
ヨ
奎

濤
レ
〓
苅
ゝ
認
昇
Ｓ
ｄ
Ｏ
再
む
ｏ
べ
再
寄
ヨ
ロ
ヽ
溶
９
寄
ヨ
調
濤
紫
Ｑ
市
料
ゆ
冷
萬
伊
ｕ
【
再
書
ヨ
ロ

ご
訪
日
日
【
Ｓ
夕
臼
館
。

言
）

淋
沐

自
ヨ
（
い
０
口
針
。

別
表
第
七
１
０
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｃ
　

，
単
冷

（Ч
）　
ヽ
ア
）蒻

鏃
ミ
´
爺
繊
´
端
ｃ

，
湾
”
絆
務
軒
５
日
針
。

ミ
）

洋
ゆ
言

，
詳
↓
Э
準
゛
０
を
落
萬
計

，
ベ
ジ
罪
冷
萬
海
議
サ
釉
６
゛
ヽ
汁
び
０
市
伊
ｕ
バ
再
憔
態
猜
落
ぶ
諄
を
サ

声
´
【
Ｏ
Ｇ
Ｏ
び
０
お
い
Ｊ
【
藁
鞘
耐
ぶ
Ｘ
再

，
策
当
０
料
や
藤ヽ
Э
丼
薄
Э
料
き
ぶ
８
令
φ
漆
崖
■
夕
叶
【

Э
〓
お
´
洋
Э
囀
州
萬
０
５
【
潜
滸
■
か
臼
針
。
臼
０
鹸
日＞
萬
計

，
（
´
澪
国
ぶ
Ｘ
再

，
球
冷
Э
料
ゆ
書
Ｓ

濤
が
０
沿
き
ぶ
８
↑
戯
談
産
嗜
夕
野
（
Ｓ
ヨ
萬
沿
さ
■
夕
縮
⇒

（≫
業
ヽ
Э
準
蒻
Э
丼
薄
ａ
か

，
べ

，
華
↓

百
浄
〓
境
■
６
ｏ
さ
汁
ぴ
Э
言
０

，
（
Ｉ
蒻
升
蕩
ぶ
諄
を
サ
再
潜
き

，
夕
銘
⇒
心
秀
〈
し
萬
゛
Ｕ
（
薔
´
薄

姜
０
ヽ
屏
百
”
０
ヨ
ロ
蒔ヽ
詰
澤
Ｑ
獣
吋
蒔
詰
百
求
が
狂
薄
中
ご
０
日
針
サ
（
味
い
。

”
　
準
Ｓ

，
非
＞
芽
サ
ψ
書
０
ジ
σ
汁

，
諸
冷
萬
ヽ
意
´
満
傘
´
業
σ

，
ミ
か
輩
残
針

，
い
針
。

一）

葺
酪
´
ミ
第
澪
Ｑ
■
諄

馨
翠
図
喘
市
卍
難
叫
苦
汁
蒸
詳
′
熙
邦
溶
９
４
辞
ト
コ
ー
【
積
が
臼
針
。

ｏ　
　
一ヨ
Ｈヽ
さ
０̈
“

ヨ
清
○
＞
日
い
サ
こ
汁
わ
０
萬
謗

，
べ
´
罰
ヽ
´
冷
燎
♯
う
け

，
い
時
。

Ｑ
　
冷
餞
麻
甜

漏
満
Э
河
ヽ
中
サ
再
汁
滋
０
高
計

，
【
′
蓋
ヽ
♯
場
針

，
臼
針
。

ｏ
　
淋
渕

巌
Ｒ
【
い
か
い
針
。
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別
表
第
七
１
０
中
工
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｈ
　
躊
め
牌
耐

（聯
諸
冷
萬
鰐
尋
゛
ヽ
汁
び
０
層
嗣
か
し

貧
）

準
蒻

ヽ
き
´
満
壺
´
端
ｃ

，
ヽ
か
輩
境
針

，
口
館
。

ミ
）

踏
ゆ
Ｆヽ

”
　
準
ヨ

σ
　
斡
織
「
こ
湾
洵
蜘
一
蒔
σ
汁
、
ゅ
滸
印
お
り
ヽ
´
慮
繊
´
雌
σ

，
爵
”
＝
破
針
５
日
針
。

鰐
翠
図
咄
萬
訓
難
”
苦
汁
義
酢
′
蒻
蕩
澪
９
４
諄
針
コ
ー
【
絣
か
臼
館
。

ｏ
　
ヨ
ロ
諄
譜

ヨ
鴻
０
決
日
餅
サ
こ
汁
鹸
⇒
西
伊

，
【
´
罰
ざ
´
ヽ
悪
ぶ
怯
針

，
日
針
。

Ｑ
　
獅
職
蒔
詰

ヨ
鴻
０
日
ヽ
中
サ
再
汁
滋
⇒
声
伊

，
べ
´
爺
針
♯
サ
針

，
口
針
。

ｏ
　
料
め
断
耐
０
奇
ヨ

麟椰動岬̈
い『詢ざ躙哺棚い満い応紳洵明講輪調ｍ鵠鳴一眸繹ｈ勤恥踏踊蜘』嗣蝙嶋瑚淵♂

ヽ
　
汁
洲

嵐
日
う
い
０
日
針
。

別
表
第
八
１
田
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ｑ
　
料
素
冷

ヽ
）
準
ミ

溜
ミ
´
滋
繊
´
端
Ｃ

，
濤
か
♯
登
針

，
口
針
。

ミ
）
ヽ
ゆ
詳

，
　
単
盛

σ
　
れ
牌
勢
わ
湾
洵
蝦
一
幹
Ｃ
Ｎ
聯
串
、
市
ド
尽
´
厳
繊
´
雌
Ｃ

，
灘

つ
Ⅶ
場
針

，
卜
針
。

澤
翠
図
喘
百
訓
露
併
営
汁
課
酢
´
ミ
洋
澪
９
４
薄
針
コ
ー
（
３
が
日
針
。

ｏ
　
ヨ
用
藤
譜

ヨ
計
０
＞
日
戯
サ
■
計
滋
⇒
百
伊

，
ベ
ン
動

，
´
料
蒻
絆
鶴
針

，
口
針
。

Ｑ
　
獅
封
藤ヽ
譜

ヨ
清
０
日
ヽ
中
サ
こ
汁
鹸
ゆ
百
サ

，
バ
´
罰
言
絆
登
針

，
口
”
。

ｏ
　
淋
労

巌
日
【
い
０
日
針
。

別
表
第
八
１
は
中
キ
を
ク
と
し
、
工
か
ら
力
ま
で
を
オ
か
ら
キ
ま
で
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
　
料
ゆ
帰
剛

（，
串
当
萬
製
こ
゛
針
汁
ψ
Ｏ
萬
蔵
か
し

貫
）

準
゛

翔
蒻
´
茄
雨
´
鍛

ｃ
，

済
か
綸
鶴
針

，
臼
館
。

ミ
）

踏
ゆ
蒔

ヽ
ゆ
麻
耐
０
準
ミ
○
浙
薄
戸
静
５
（
料
め
飾
剛
百
脚
癖
境
調
６
゛
針
汁
ｄ
Ｓ
言
Ｓ
ｕ
【
再
曇
郎
狂
薄
ぶ
諄

ウ
サ
百
´
゛
Э
書
Э
び
Э
百
伊
ｕ
【
再
製
剛
ぶ
Ｘ
屁
冷
ゆ
藩
暉
Э
冷
↓
一藤
Э
舟
薄
Ｏ
Ｘ
さ
ぶ
８
０
心
敲
』
Ч

夕
”
（
０
≡
萬
´
済
Э
判
颯
再
０

，
（
沿
蕎
■
夕
臼
針
。
口
０
わ
０
再
静

，
ハ
´
畔
離
ド
Ｘ
再
料
ゆ
滸
暉
０

ヽ
ゆ
蒔
Ｏ
升
薄
０
粗
番
ぶ
８
０
戯
譲
崖
料
夕
辮
【
０
コ
市
潜
さ
〕
夕
蕩
⇒

（ヽ

ゆ
海
陣
Э
準
ミ
Э
升
薄
西
伊

，
（
料
ゆ
海
耐
声
胸
議
鶴
識
６
゛
ヽ
お
び
Э
萬
υ

，
パ
晨
ヾ
狂
薄
ぶ
嘉
を
サ
再
潜
さ
嗜
夕
も
⇒
釉
雰
〈
し
萬

Ｓ
υ
【
屁
´
薄
尋

０
い
丼
市
”
ｓ
ヨ
ロ
書
詰
´
狩
録
蒔ヽ
譜
澪
９
ヽ
ゆ
麻
割
０
寄
ヨ
再
ヽ
か
升
薄
戯
牟
ｕ
口
針

場
【
叶
か
。

”
　
準
Ｓ

，
器
絆
芽
サ
゛
押
６
準
ｃ
計
冷
ゆ
肝
耐
百
浄
蒻
´
苗
傘
´
Ｎ
ｃ

，
河
か
牟
サ
け

，
日
針
。

σ
　
薄
岸
´
゛
洋
澪
Ｑ
４
諄

消
梨
図
喘
声
訓
島
併
ヽ
汁
き
畔
´
熟
蕩
澪
９
４
諄
館
コ
ー
（
い
か
口
針
。

ｏ
　
ヨ
ニ
蒔
詰

ヨ
濤
○
ヽ
日
中
サ
こ
汁
鹸
ゆ
百
♭

，
（
´
罰
〓
´
ヽ
意
♯
サ
針

，
臼
針
。

Ｑ
　
狐
職
蒔ヽ
譜

ヨ
漏
Э
円
ヽ
中
サ
喜
汁
続
⇒
萬
析

，
べ
´
罰
ヽ
お
じ
け

，
日
針
。

ｏ
　
ヽ
ゆ
澪
耐
○
苓
里

ヽ
い
藩
輝
Ｏ
ｕ
゛
′
葺
薄
丼
Ｓ
ｄ
Ｏ
萬
む
Ｕ
バ
再
寄
ヨ
「
さ
´ゝ

藤
井
０
び
０
肩
Ｓ
ｏ
（
再
寄
ヨ
羹
濤
´

〓
薄
務
蒔
男
○
び
０
萬
伊
Ｕ
（
日
書
き
日
ヽ
溶
Ｑ
苓
塁
調
濤
障
Ｑ
声
ヽ
↓
ヽ
お
Ｓ
Ｕ
（
再
苓
ヨ
ロ
ヽ
登
醸

〓
【
い
０
日
針
。

「
　
澪
労

醸
Ｈ
【
む
０
口
針
。

別
表
第
八
ｌ
②
力
り
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｃ
）

戯
詣
冷

“
　
準
蒻

料
ミ
´
菫
薇
´
岬
σ

，
済
か
綸
サ
針

，
臼
館
。

び
　
料
↓
蒔

●
詣
冷
○
準
蒻
Э
＞
落
百
お

，
べ
幡
謡
冷
百
粗
書
場
翼
３
●
針
計
ｄ
Ｏ
萬
゛
ｕ
（
屁
ぶ
態
＞
薄
ぶ
萬
●

サ
市
´
゛
Э
さ
Э
ぴ
０
萬
Ｓ
υ
バ
■
鰐
耐
ぶ
Ｘ
屁
ゆ
器
冷
０
ヽ
ゆ
・蒔
０
猜
薄
Э
滸
さ
ぶ
８
↓
゛
謙
ピ
）
タ

”
【
Э
ヨ
層
´
済
Ｏ
＝
飼
萬
０

，
べ
潜
滸
■
夕
倒
針
。
口
０
５
ゆ
萬
静

，
（
´
鰐
碑
ド
Ｘ
再
琺
翠
冷
０
ヽ

ゆ
戸ヽ
Э
濤
郎
０
料
番
ぶ
８
楡
戯
謙
巌
嗜
夕
”
（
０
コ
萬
潜
吝
う
夕
滋
⇒

（戯
器
冷
Э
準
゛
０
升
薄
萬
お

，

（
轄
策
当
百
脚
導
サ
洲
Ｓ
゛
ヽ
お
ψ
Ｏ
再
０

，
べ
よ
態
狂
薄
ぶ
喜
ゆ
り
言
沿
さ
料
が
き
０
中
秀
〈
し
萬

伊
Ｕ
【
昇
´
洋
書

０
準
琳
萬
汁
６
ヨ
ロ
言
語
澤
Ｑ
獅
誠
事
詳
萬
求
゛
濤
薄
鮮
牟
ψ
臼
針
境
【
鉾
か
。

Ｔ
）

準
識

，
非
＞

，
サ
゛
翅
０
準
σ
汁
ゆ
器
冷
肩
料
ミ
ン
茄
蕩
′
峠

Ｃ
，

卦
”
絆
サ
針
ラ
ロ
針
。

３
）

課
訃
′
蒻
洋
澤
９
４
詳

鰐
型
図
畔
西
訓
掛
叫
針
汁
葬
際
′
熟
蕩
澤
９
４
芹
ト
コ
ー
【
Ｓ
が
臼
併
。

●
）

司
日
、戸
譜

ヨ
満
Ｏ
Ｘ
田
鮮
サ
再
汁
繊
⇒
百
計

，
（
´
罰
ヽ
´
ヽ
意
♯
鶴
け

，
日
肝
。
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貧
）

抑
職
蒔
譜

ヨ
沿
０
日
ヽ
ぬ
サ
再
汁
滋
⇒
声
お

，
【
″
罰
言
牟
鏡
”

，
日
針
。

零
）
辮
洲

醸
日
【
Ｓ
ヽ
口
針
。

別
表
第
八
１
０
カ
中
切
を
開
と
し
、
国
を
囲
と
し
、
口
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｅ
一　
ヽ
ゆ
賠
障

（戯
露
冷
お
製
こ
゛
ヽ
お
ψ
Ｏ
市
溺
か
し

，
　
準
蒻

料
隷
´
蔵
蕩
ン
端
ｃ

，
灘
”
♯
鶴
針

，
日
館
。

０
　
ヽ
ゆ
書

↑
）
準
Ｓ

，
罪
■
芽
り
゛
響
ｏ
準
σ
ド
料
ゆ
滸
暉
萬
翔
ミ
′
灘
諭
´
峠
ｃ

，
爵
か
綸
サ
針
５
ロ
ト
。

３
）
藻
酪
´
蒻
洋
澪
９
４
諄

鰐
翠
図
畔
百
卍
爵
研
営
汁
詳
い
´
蒻
第
澪
ｑ
４
諄
針
コ
ー
【
ま
か
臼
針
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

零
）

ヨ
円
蒔
詰

ヨ
汁
Э
沐
田
戯
サ
■
ド
縮
ゆ
百
伊

，
べ
´
罰
ざ
′
ヽ
意
構
務
針

，
日
針
。

貧
）
Ю
馘
蒔
譜

ョ
鴻
０
円
ヽ
磁
サ
再
汁
鹸
⇒
肩
サ

，
パ
′
罰
鮨
♯
鶴
軒

，
口
針
。

↑
）
ヽ
ゆ
滸
耐
０
苓
ヨ

翻『動制枷一̈

げ̈『鵡叫ぃ桐ぃ浦鶉陶】湖嚇満蜘議席騎嚇翻織蹄凝市い］相面蒲艶暉

■
）

淋
悌

ぼ
Ｈ
バ
い
０
日
館
。

別
表
第
八
１
０
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ｑ
　
≫
需
冷

（ヽ
　
準
蒻

翔
せ
´
滋
繊
´
囃
ｃ

，
爵
ル
♯
場
針

，
卜
針
。

ミ
）
ヽ
い
戸ヽ

瑶
策
当
０
準
意
Э
舟
落
肩
お

，
（
戯
策
当
戸
脚
講
場
調
Ｓ
゛
ヽ
計
び
０
戸
Ｓ
ｕ
バ
屁
鵬
鰐
升
が
ぶ
酪
を
サ

萬
´
ヽ
Ｓ
さ
０
び
０
声
゛
υ
（
西
鰐
剛
ぶ
Ｘ
再
≫
鶉
冷
０
ヽ
い
事
Э
浙
落
０
潜
滸
ぶ
８
令
戯
謙
巌
嗜
夕
汁
（

一一一颯いい『『̈̈
一一「い一一̈̈
叡̈一一̈̈
¨̈̈
一̈̈
い『̈『赫いいい軸特絲

”
　
準
譜

聡
鶉
＞
書
サ
゛
簿
０
ソ
ｃ
計
効
器
冷
百
ヽ
意
´
茄
蕩
´
端
σ

，
河
”
♯
サ
針

，
口
針
。

σ
　
露
鱗
′
熟
蕩
澪
９
４
諄

伴
翠
図
畔
市
識
爵
餃
ヽ
汁
蒸
訃
´
ミ
蕩
澤
ｑ
４
諄
館
コ
ｌ
ｄ
伊
゛
臼
針
。

ｏ
　
ヨ
ロ
爵ヽ
譜

ヨ
満
Ｏ
Ｘ
用
゛
サ
尋
汁
蕩
⇒
雨
計

，
バ
´
議
苦
´
ヽ
意
事
場
針

，
日
針
。

Ｑ
　
獅
゛
蘇
詰

ヨ
鴻
０
日
ヽ
軽
サ
こ
汁
湿
ゆ
声
お

，
べ
´
罰
ヽ
♯
サ
針

，
日
針
。

ｏ
　
澪
労

醸
日
【
Ｓ
が
日
針
。

別
表
第
八
１
０
中
工
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｈ
　
料
め
淋
耐

（以
丼
↓
河
製
こ
口
ヽ
汁
ひ
Э
層
周
か
し

（ヽ
）　
ヽ
デヽ
蒻

ヽ
意
´
応
議
´
瑞
σ
５
詞
”
♯
サ
孵

，
臼
針
。　
　
　
　
　
　
・

ミ
）

料
↓
事

ウ州訃琳椰”蒔昧い鉤諄】峙市耐総幹満爛市紳時腸閻絲籾輝静〕わ糠勢脚漱瀬黎潔け鵜いキ

い日「い薦筋領膠渤酬鋤拓［前田州哺出榊帥酔ぽ油納ヽ

沖̈輸√潤肛輝闊鉢漱ヨ鈴↓森碑綺

，
べ
ヽ
ゆ
磨
耐
肩
ド
議
ヽ
製
６
゛
ヽ
お
ｄ
Э
声
も

，
（
メ
耕
猜
薄
ぶ
諄
を
サ
言
洪
潔
嗜
夕
簿
⇒
鮮
茅
〈
し
Ｆ

３
０
バ
屁
´
薄
翅
６
ヽ
井
市
”
６
ヨ
尋
戸
譜
´
ｎ
Ы
〓
諄
澤
Ｑ
埒
↓
藩
再
Э
寄
ヨ
萬
求
が
＞
薄
中
ご
６
口
針

鶴
【
叶
か
。

”
　
準
調

琺
丼
斗
宇
サ
゛
畳
０
準
Ｃ
汁
蹄
ゆ
磨
庫
百
翔
゛
´
爺
繊
´
端
Ｃ

，
コ
か
事
境
針

，
日
針
。

σ
　
詳
靡
´
蒻
洋
澪
９
４
諄

澪
型
図
咄
汀
甜
婢
研
ヽ
汁
藻
酢
´
゛
薄
澪
９
４
諄
針
コ
ー
【
い
０
日
針
。

ｏ
　
ヨ
ロ
蒔
詰

ヨ
鴻
０
え
潮
゛
サ
尋
汁
湿
ゆ
萬
計

，
バ
´
罰
苦
´
翔
姦
學
サ
鉾

，
Ｆ
針
。

α
　
狩
吋
串
詳

ヨ
酔
０
江
ご
゛
サ
こ
汁
結
⇒
声
伊

，
ベ
ン
罰
営
綸
登
針

，
口
針
。

ｏ
　
料
↓
磨
障
０
苓
ヨ

颯

¶̈
鴨

い満い満翡洵酬講輪理抽姿繁
舅

翼

ヽ

／

『
　
辮
渕

醸
〓
【
い
０
口
針
。

別
表
第
二
十
八
ｌ
②
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

へ
　
ヽ
⇒
炸
暉

（≫
器
冷
再
潔
尋
０
さ
汁
び
Э
声
一嬌
か
し

貫
）

準
゛

翔
ミ
´
薦
蒻
´
最
Ｃ

，
済
か
♯
う
け

，
臼
針
。

ミ
）

料
ゆ
蒔

ヽ
ゆ
牌
耐
０
準
゛
０
狂
薄
萬
計

，
【
ヽ
ゆ
賠
耐
言
脚
書
サ
群
３
゛
ヽ
汁
ぴ
Э
萬
伊
υ
（
再
懸
ヾ
＞
薄
ぶ
萬

を
サ
萬
´
゛
Э
さ
Э
び
Э
百
絣
υ
（
再
洋
耐
ぶ
×
再
料
↓
藩
剛
Э
料
か
事
Э
升
も
０
潜
き
ぶ
〓
↓
鮮
謙
崖
■

『̈
いい嚇』一いい卿』̈
舞̈出い絲̈
い̈
一げ〕い̈
中絲一｝“」繰『嚇〕̈
い一替書い

い
０
（
再
´
薄
畑
も
ヽ
丼
百
”
０
ヨ
ロ
事
詰
´
ｎ
職
蒔ヽ
課
澪
Ｑ
踏
ゆ
洋
暉
Э
寄
ヨ
市
ヽ
か
丼
薄
中
ご
０
い
針

場
【
”
い
。

●
　
準
盛

，
器
■
タ
サ
゛
翅
０
準
σ
汁
洋
ゆ
炸
暉
声
ヽ
意
´
茄
蒻
´
翠
ｃ

，
養
”
♯
サ
針

，
臼
針
。
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古
芋 (号外第 254号 )

謙
酢
´
蒻
蕩
澤
９
４
薄

郵
嗣
融
糾
声
訓
難
研
言
計
藻
酢
´
蒻
蕩
澪
９
４
諄
針
コ
ー
【
い
０
ロ
ト
。

ヨ
鴻
０
ヽ
日
磁
サ
耳
汁
鹸
０
高
け

，
べ
′
罰
曽
ン
冷
蒻
絆
登
針

，
日
針
。

Ｑ
　
狐
戯
蒔
詰

ヨ
Ｎ
Ｏ
日
ヽ
戯
サ
尋
汁
縞
０
層
伊

，
【
´
罰
ヽ
＝
境
針

，
臼
針
。

ｏ
　
路
め
滸
耐
０
苓
ヨ

路
↓
海
耐
Ｏ
ｏ
゛
´
〓
落
丼
０
び
Ｏ
Ｆ
Ｓ
Ｕ
バ
西
書
ヨ
ロ
ヽ
ン
務
Ｓ
諄
Э
び
０
お
Ｓ
ｕ
村
再
壽
響
調
河
´

ユ
薄
靭
ぶ
丼
Ｓ
ｄ
Э
層
Ｓ
Ｕ
【
屁
寄
響
日
ヽ
溶
ｑ
寄
里
調
海
障
ｑ
萬
料
ゆ
ヽ
Ａ
Ｓ
ｕ
【
再
寄
聾
用
ヽ
境
醸

日
【
針
が
口
針
。

「
　
汁
労

嵐
日
【
伊
０
口
針
。

別
表
第
二
十
八
ｌ
②
工
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｈ
　

，
非
冷

貧
）
準
ミ

滞
ミ
ン
志
蒙
´
業
Ｃ

，
お
”
輩
湧
軒

，
臼
卜
。

ミ
）
ヽ
ゆ
蒔ヽ

料
諸
冷
Ｓ
準
蒻
Э
濤
薄
萬
計

，
【
０
策
冷
置
牌
黎
境
製
３
●
ヽ
お
び
Э
萬
Ｓ
ｕ
べ
再
鵬
態
滸
薄
ぶ
酪
を
サ

層
´
ヽ
Ｓ
藤
Ｓ
ｄ
Ｏ
肩
Ｓ
Ｕ
【
再
甦
耐
ド
Ｘ
両
翔
鋸
冷
Ｓ
料
め
蒔ヽ
Э
舟
薄
０
辮
吝
ぶ
８
翁
戯
謙
崖
ヽ
夕
辮
【
・

Ｓ
Ｅ
百
´
済
Э
制
歯
層
０

，
（
潜
ヨ
■
夕
臼
針
。
口
Ｓ
顔
⇒
市
静

，
【
´
鰐
疎
ぶ
Ｘ
屁
料
策
当
０
ヽ
ゆ
諄
Э

斉
も
０
壮
さ
ぶ
８
令
゛
厳
団
〕
夕
”
【
Э
コ
萬
潜
き
料
夕
わ
０

（ゆ
鋸
冷
０
準
蒻
０
寿
薄
百
静

，
（
聯
駆
冷

萬
胸
辞
場
則
も
０
鮨
計
び
０
萬
υ

，
【
蜃
熙
濤
落
ぶ
諄
″
サ
言
料
き
■
夕
鹸
⇒
磁
藩
〈
し
戸
伊
υ
バ
再
´
薄

書
も
ヽ
ル
萬
”
ｓ
ヨ
円
蒔
譜
澤
Ｑ
刈
餞
藤
諄
戸
ヽ
か
丼
落
鮮
珀
ψ
口
■
境
【
”
か
。

”
　
ン
灘

σ
　
れ
蹴
「
い
お
洵
嚇
一
眸
ｃ
汁

，
鮮
、
再
ヽ
き
′
満
蕩
´
峠
σ
５
河
”
♯
登
針

，
臼
針
。

。
　
Ｔ
削
麹
封
萬
赳
鳥
研
苦
汁
蒸
酪
´
ミ
第
澪
９
４
諄
館
コ
ー
【
い
か
口
針
。

Ｑ
　
圏
酬
的
紛
河
戯
サ
こ
計
滋
⇒
市
伊

，
【
´
罰
営
´
溜
蒻
♯
サ
針

，
臼
針
。

。
　
四
測
。
日
、
中
り
こ
汁
湿
⇒
声
お

，
べ
　́
罰
ヽ
綸
サ
針

，
臼
針
。

別
表
第
二
十
鳩
叶
閥
か
ぃ
神
か
ば

よ
う
に
改
め
る
。

Ｃ）　
湖む

溜
ミ
´
態
繊
´
囃
ｃ

，
済
⇒
♯
サ
針

，
日
針
。

σ
　
ヽ
い
蒔

言
）

準
譜

Ｆ
）

れ
耐
「
い
お
洵
蝦
一
総
ｃ
汁
磁
鋸
冷
萬
料
蒻
´
菫
蕩
′
端
Ｃ

，
溶
か
♯
サ
針

，
日
針
。

理
翠
図
畔
萬
卍
難
叫
ヽ
計
華
岸
´
蒻
洋
澤
９
４
諄
針
コ
ー
【
伊
０
ロ
ト
。

６
）

ョ
ロ
蒔
詰

．　
　
　
　
　
ョ
鴻
０
決
「
■
サ
こ
汁
蕩
⇒
再
静

，
【
′
罰
苦
´
ヽ
ミ
０
ウ
げ

，
日
針
ｏ

Ｅ
）

冷
吋
藤ヽ
譲

ヨ
計
０
［
ヽ
鮮
サ
こ
汁
鹸
０
萬
計

，
【
´
罰
き
翡
登
針

，
日
針
。

↑
）

澪
渕

醸
日
【
絣
０
口
針
。

別
表
第
二
十
八
１
０
オ
中
閉
を
り
と
し
、
国
を
閉
と
し
、
０
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ξ
・
料
↓
海
耐

（盛
課
や
お
澪
再
゛
ヽ
汁
び
Э
再
産
０
し

い一　
準
ミ

ヽ
゛
´
茄
繊
´
雌
ｃ

，
鴻
か
綸
サ
け

，
日
針
。

０
　
将
⇒
書

務いい「『いいヽ
い一錦市謝」相酬船蒔繭縞疎粘」榔』い精けヽ前い姉鶏渕潟講潔潔捕疇誨

崖
弓
夕
汁
【
Э
コ
声
´
洋
Э
引
館
肩
０

，
べ
潜
吝
弓
夕
臼
針
。
臼
Ｓ
き
⇒
萬
静
５
【
´
潔
聴
ぶ
Ｘ
碑
料
↓

麻
暉
０
炸
ゆ
事
０
濤
落
Э
冷
き
ぶ
８
０
゛
譲
崖
■
夕
舛
【
Э
ヨ
萬
沿
さ
■
夕
ふ
０

（ヽ

ゆ
序
暉
Э
ド
蒻
０

猜
薄
声
計

，
【
ヽ
ゆ
肝
障
層
精
講
境
訓
６
゛
鮨
汁
ｄ
Э
百
０

，
【
Ｆ
態
暑
薄
ぶ
諄
を
サ
肩
潜
き
■
夕
滋
⇒

゛
秀
〈
し
百
ヽ
じ
（
再
´
薄
罫

０
緋
昇
市
”
ｓ
ヨ
ロ
串
譜
´
刈
載
言
詰
澪
ｑ
ヽ
ゆ
序
暉
Э
寄
ヨ
肩
ヽ
か
猜

も
鮮
牟
６
口
針
う
【
中
心
。

Ｔ
）

準
Ｓ

，
平
＞
擁
サ
゛
智
０
準
σ
汁
ヽ
ゆ
購
耐
百
ヽ
意
´
菫
蕩
´
峠
σ

，
ヽ
か
♯
摯
け

，
臼
針
。

３
）

ま
い
′
熟
井
澪
ｑ
■
蒔

甦
摯
区
咄
〔
副
鰐
針
き
汁
薄
酪
´
熟
洋
澪
９
４
諄
針
コ
ー
【
い
０
口
Ｆ
。

●
）

ヨ
円
言
譜

ヨ
計
Э
栄
円
戯
サ
■
計
鹸
⇒
丙
静

，
べ
´
罰
●
´
翔
蒙
牟
サ
針

，
日
針
。

言
）

狩
載
事
譜

ヨ
計
○
日
ご
鮮
サ
こ
汁
湿
”
声
計

，
【
´
誦
営
絆
サ
針

，
日
針
。

零
）

料
ゆ
賄
融
○
苓
彗

ヽ
い
麻
暉
０
０
゛
´
〓
薄
鴻
Ｏ
ｄ
Ｏ
萬
Ｓ
ｕ
【
再
苓
ヨ
ロ
ヽ
´
ヽ
あ
丼
０
ぴ
Ｏ
Ｆ
Ｓ
ｕ
【
屁
苓
ヨ
繭

海
′
ユ
薄
靭
蒔
屏
Э
び
Э
声
絣
ｕ
【
再
苓
ヨ
ロ
ヽ
溶
ｑ
苓
ヨ
議
澪
旨
９
萬
料
ゆ
冷
再
い
じ
べ
再
苓
ヨ
ロ

ヽ
登
感
謝
（
い
０
日
針
。

■
）

淋
沐

日
日
【
δ
夕
【
針
。

別
表
第
二
十
九
１
中

「
卜
　
藻
串
＞
薄
」
を

「
卜
　
藤

海
録
蠣

懇
肩
し

，
【
壽
譜
弓
夕
に
館
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
九
ｌ
②
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

へ
　
料
ゆ
炸
剛

（０
調
ヽ
喬
難
こ
０
営
汁
゛
０
萬
周
か
し

３
・　
準
゛

料
蒻
´
慮
繭
´
岬
ｃ

，
簗
か
絆
鏡
針
ハ
ン
ョ
ョ
高
耐
サ
日
辞
ら
３
が
臼
針
。
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ミ
）

ヽ
い
蒔

躊
↓
藩
風
０
準
蒻
０
＞
薄
百
計

，
【
蹄
ゆ
滸
剛
萬
胸
書
場
製
６
゛
ヽ
お
σ
Ｏ
戸
Ｓ
ｕ
【
再
鏃
赳
濤
落
ぶ
高

を
サ
言
ン
゛
Ｓ
さ
０
び
Э
肩
Ｓ
ｕ
（
顧
鰐
剛
ボ
Ｘ
再
冷
ゆ
滸
暉
０
ヽ
ゆ
言
０
濤
薄
Э
沿
き
８
８
０
磁
敲
臓
Ч

夕
叫
【
０
〓
声
′
ヽ
０
引
気
Ｆ
Ｏ

，
バ
滸
嵩
■
夕
臼
館
。
口
０
締
⇒
お
伊
５
（
′
鰐
薄
ド
Ｘ
こ
冷
ゆ
海
暉
０

料
↓
諄
０
升
薄
Э
料
き
ぶ
８
令
゛
譲
』
〕
夕
”
ら
Ｓ
コ
百
粘
嵩
■
夕
鹸
ゆ

（ヽ
ゆ
藩
剛
０
準
゛
０
濤
薄
西
伊

，
べ
料
ゆ
膳
耐
萬
海
議
場
調
じ
゛
ざ
計
び
Ｏ
Ｆ
υ

，
べ
晨
鮮
濤
薄
ぶ
萬
を
サ
層
料
澪
嗜
夕
繊
ゆ
戯
藩
〈
し
戸

伊
Ｕ
べ
再
´
薄
燿
ｓ
ヽ
丼
声
”
ｓ
ヨ
ロ
、蒔
詰
′
刈
吋
蒔ヽ
譜
澤
Ｑ
ヽ
ゆ
牌
卍
Э
苓
響
声
ヽ
か
狂
薄
磁
む
０
い
針

場
【
中
心
。

，
　
準
癖

繁
葬
絆
芽
サ
゛
書
０
準
ｃ
汁
料
ゆ
海
暉
戸
翔
熟
′
滞
議
´
端
Ｃ

，
濃
”
♯
場
針

，
日
針
。

σ
　
率
岸
´
ミ
蕩
澪
９
４
辞

甦
摯
区
喘
市
訓
欝
研
ヽ
お
蒸
酪
´
熟
洋
溶
９
４
諄
針
コ
ー
（
い
０
口
針
ｏ

ｏ
　
ヨ
ロ
戸ヽ
認

ヨ
鴻
０
米
澪
戯
サ
こ
計
鹸
⇒
西
伊

，
（
´
罰
ヽ
´
ヽ
意
＝
鶴
針

，
臼
館
。

２
　
冷
Ｎ
事
譜

導
満
０
日
ヽ
中
り
再
計
れ
ゆ
お
お

，
（
´
斎
ヽ
綸
場
針

，
い
針
。

ｏ
　
冷
ゆ
序
耐
Э
苓
ヨ

躊
↓
藩
耐
０
６
゛
ン
コ
対
井
Э
φ
Ｏ
声
い
も
【
再
寄
ヨ
ロ
ヨ
ン
ゝ
ぉ
丼
Э
ぴ
Ｓ
戸
Ｓ
υ
（
再
苓
里
菌
鴻
´

４
薄
茶
蒔
昇
０
ひ
Э
層
Ｓ
Ｕ
バ
顧
寄
里
日
ヽ
溶
９
苓
ヨ
串
澪
旨
ｑ
萬
躇
ゆ
冷
萬
Ｓ
ｕ
（
再
苓
ヨ
ロ
ヨ
ウ
醸

Ｈ
（
い
か
口
Ｆ
。

「
　
澪
労

晨
制
（
Ｓ
が
日
針
。

別
表
第
二
十
九
ｌ
②
工
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

い
　

，
鋸
冷

貫
）

準
ミ

料
熟
′
満
繊
´
磯
Ｃ

，
灘
か
♯
ウ
針

，
ロ
ト
。

ミ
）

料
ゆ
諄

藝
詳
ヽ
Ｏ
準
ミ
０
升
薄
百
む

，
べ
琺
鋸
冷
萬
脚
書
ウ
裂
３
゛
ヽ
汁
ｄ
Ｏ
肩
Ｓ
ｕ
べ
屁
脈
ヾ
狐
薄
ぶ
嘉
カ
サ

萬
´
゛
０
蔵
Ｓ
ｄ
Ｏ
市
Ｓ
Ｕ
（
屁
澤
剛
ぶ
Ｘ
再

，
諸
冷
○
冷
ゆ
蒔
０
升
か
Ｏ
壮
さ
ぶ
８
や
中
謙
崖
■
夕
汁
（

０
コ
層
´
ヽ
Э
側
懇
再
０

，
バ
沿
さ
■
が
い
針
。
臼
０
雄
⇒
萬
伊

，
【
´
端
耐
ぶ
Ｘ
屁

，
鋸
ヽ
０
ヽ
ゆ
諄
Э

升
薄
０
潜
さ
ぶ
８
０
゛
譲
崖
■
夕
”
（
０
ヨ
再
沿
き
〕
夕
滋
０

（効
諸
冷
０
準
燎
０
濤
落
お
け

，
べ
≫
詣
冷

肩
精
議
場
製
６
゛
ヽ
お
び
０
萬
０

，
べ
脹
熙
升
薄
ぶ
諄
を
サ
声
濃
淋
■
が
締
⇒
゛
卵
〈
し
萬
Ｓ
Ｊ
（
再
´
薄

驀
０
導
昇
肩
”
０
ヨ
ロ
諄
譜
澪
９
獅
識
蒔
譜
お
ヽ
か
独
も
鮮
ゴ
０
口
針
境
【
叶
か
。

ヽ
　
準
諾

幡
零
＞
募
サ
癬
尋
０
準
ｃ
汁
幡
需
冷
百
翔
ミ
ン
茄
蒲
´
雌
Ｃ

，
濃
か
絆
場
鉾

，
日
針
。

σ
　
義
詳
´
ミ
洋
澪
９
４
諄

製
翠
図
喘
肩
卍
難
研
ヽ
お
諄
酪
´
熟
洋
澤
９
４
蒔
ト
コ
ー
【
い
か
い
針
。

ｏ
　
　
ヨ
き
Ｈ
、一中
”“

漱
濤
Ｏ
Ｘ
日
磁
り
再
汁
雄
⇒
市
お

，
（
´
罰
ヽ
´
澪
潔
♯
場
蛉

，
日
Ｎ
。

α
　
冷
餞
事
譜

ヨ
濤
０
日
き
゛
り
こ
汁
紺
ゆ
萬
伊

，
べ
´
罰
ヽ
絆
鬱
軒

，
口
Ｆ
。

ｏ
　
澪
労

醸
Ｈ
【
３
０
口
針
。

別
表
第
二
十
九
１
０
オ
ｕ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｃ
）

≫
紫
冷

”
　
　
テヽ
潔ヽ

湯
蒻
´
慮
蒲
´
鰺
⊂

，
コ
か
♯
サ
針

，
日
館
。

σ
　
熱
↓
書

，
罪
ヽ
Э
準
蒻
０
狂
薄
市
お

，
ハ
≫
紫
冷
肩
浄
議
ヽ
譴
６
゛
ヽ
汁
ぴ
Э
萬
３
ｏ
（
置
蜃
態
吾
薄
ぶ
諄
●

サ
萬
´
゛
Э
さ
Ｏ
ｄ
Ｏ
ａ
ｓ
Ｏ
（
可
甦
暉
ぶ
Ｘ
員
≫
華
冷
Э
ヽ
ゆ
諄
０
猜
蕩
Э
沿
さ
ぶ
８
↓
０
厳
し
■
タ

舛
【
０
三
百
´
ゝ
Ｓ
督
週
肩
０

，
（
沿
ざ
■
夕
臼
針
。
口
０
鹸
⇒
萬
伊

，
【
´
畔
コ
ド
Ｘ
再
０
希
↓
Э
ヽ

い
蒔
Э
濤
薄
０
淋
淋
ぶ
８
や
゛
謙
』
Ч
夕
汁
（
０
〓
戸
冷
き
■
夕
鹸
⇒

（磁
課
冷
０
準
ミ
Э
濤
薄
百
き

，

【
，

非
冷
層
脚
き
サ
調
３
●
ヽ
汁
゛
Ｏ
Ｆ
Ｏ

，
【
懸
ヾ
升
蕩
ぶ
際
を
サ
萬
冷
き
■
夕
滋
⇒
心
雰
〈
し
層

伊
Ｊ
（
再
´
薄
驀
６
壽
男
萬
汁
ｓ
ヨ
日
事
譜
澤
Ｑ
刈
峙
事
課
高
求
が
升
薄
中
ご
０
日
針
う
【
昧
Ｏ
ｃ

言
）

準
Ｓ

，
誌
＞

，
サ
０
押
０
準

σ
汁
効
器
ヽ
お
ヽ
ミ
´
茄
繊
´
端
ｃ

，
簗
”
事
サ
針

，
日
針
。

３
）

華
い
´
゛
洋
澤
９
４
辞

鰐
翠
図
喘
萬
卍
島
併
針
汁
離
悴
′
ミ
汗
澤
９
４
諄
針
コ
ー
（
Ｓ
ト
ロ
針
。

●
）

ヨ
ロ
事
詰

ヨ
鴻
Э
栄
日
戯
サ
再
汁
ゞ
”
市
伊

，
（
´
謙
ヽ
´
溜
熟
♯
境
針

，
口
針
。

言
）

ｎ
ｓ
〓
譜

ヨ
峙
Э
［
ご
磁
サ
こ
汁
雄
⇒
商
計

，
べ
´
節
ヽ
事
ウ
軒

，
い
針
。

↑
｝

淋
労

醸
劇
（
３
が
い
針
ｏ

別
表
第
二
十
八
ｌ
Ｑ
オ
中
い
を
国
と
し
、
閉
を
い
と
し
、
国
を
い
と
し
、
い
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｅ
・　
料
↓
滞
耐

（琺
華
冷
萬
鶏
こ
ｏ
ヽ
お
び
Э
萬
周
か
し

，
　

デヽ
一ヽ

ヽ
意
´
慮
繊
´
峙
ｃ

，
漸
”
♯
サ
針

，
臼
針
。

σ
　
料
う
言

料
の
藩
暉
○
準
゛
Э
升
郎
〔
お

，
（
蹄
ゆ
海
耐
市
海
毒
ヽ
識
６
ｏ
ヽ
汁
ｄ
Ｏ
高
い
ё
（
再
Ｌ
熟
濤
薄
ぶ

酪
●
サ
市
´
小
０
さ
Э
び
○
高
い
ｏ
（
薔
澤
疎
ド
Ｘ
屁
料
Ｄ
序
碑
０
料
↓
蒔
Э
＞
薄
Э
潜
き
藤
８
↓
中
謙

巖
ヽ
夕
叶
【
０
コ
萬
´
済
Э
十
由
再
０

，
（
潜
言
■
夕
臼
針
。
日
Э
鹸
Ｅ＞
声
計

，
（
´
建
碑
ド
Ｘ
再
料
⇒

序
耐
Э
ヽ
い
〓
Э
猜
薄
Э
潜
き
ぶ
８
楡
磁
祓
巖
■
夕
”
【
Э
コ
〔
お
き
料
か
滋
⇒

（ヽ

↓
序
藤
Э
準
ミ
ｅ

斉
薄
西
伊

，
（
汁
ゆ
藩
日
高
海
黎
場
調
０
●
さ
計
ψ
Э
再
０

，
（
懸
郎
ヽ
薄
ぶ
醸
●
サ
高
壮
さ
■
か
燎
⇒

鮮
秀
〈
し
萬
３
０
（
再
´
洋
寿
ｓ
ヽ
ル
萬
”
６
ヨ
ロ
蒔ヽ
諾
´
冷
職
南
詰
澪
９
ヽ
ゆ
磨
薄
Э
李
ヨ
声
ヽ
か
升

落
磁
牟
ｏ
臼
針
サ
【
“
か
。

Ｔ
）

準
諾

，
詳
＞
芽
サ
゛
尋
６
ン
σ
汁
料
ゆ
序
陣
言
ヽ
意
′
差
゛
′
恭
σ
τ
済
か
４
サ
針

，
ロ
ト
。

３
）

幕
い
´
ミ
丼
澪
Ｑ
■
辞

畔
翠
図
畔
〔
卍
鼻
併
営
お
き
い
´
熟
蕩
澪
９
４
辞
針
コ
ー
（
い
０
口
針
。

零
）

一ヨ
〓
生
眸
一
¨

ヨ
は
０
丼
円
゛
り
こ
Ｎ
Ｓ
⇒
肩
計

，
【
´
罰
ヽ
´
ヽ
い
♯
ウ
針

，
日
針
¨

Ξ
）

ハ
討
事
詰

薫
鴻
Э
日
ヽ
心
サ
再
汁
墾
⇒
百
計

，
（
´
童
ヽ
準
う
針

，
日
針
。

８
）

ヽ
↓
磨
扁
Э
寄
ヨ

洋
Ｄ
海
暉
Ｏ
Ｊ
゛
´
量
薄
丼
Э
ｄ
Ｏ
Ａ
３
０
【
藁
李
ヨ
肖
ヽ
´
義
ヽ
ル
０
ぴ
０
言
積
Ｊ
【
員
李
ヨ
華

鴻
′
〓
薄

，
お
丼
Ｏ
φ
Ｏ
声
３
ｏ
（
再
苓
ヨ
［
ご
澪
Ｑ
苓
ヨ
言
鴻
旨
ｑ
言
ヽ
↓
↓
層
ヽ
じ
べ
曇
書
ヨ
ロ

と
う
醸
日
【
い
０
口
針
。

言
）

淋
悌

し
出
【
い
う
臼
針
。

豊イ
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巳
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↓
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別
記
様
式
第
六

（そ
の

一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

訓
難
諄
猥
０

事 華 ,ゝ ヽ コ ヨ 簡 事 平 ,斉 壽 当 ヽ き ,■

き
さ
ヨ

郵
蒔
ヽ
N

||

需
詩
汗
料

瞬
料

〇

〇

課
ゝ
鰐
壽
ラ町
が

※

ヽ

ゝ

澪

ヽ産

ゝ
ヨ

)

禁 ≧

“
δ
≧
沐
Ｓ
汁
鈷
味
再
′

コ
＞
日
米
湾
事
＞
ヽ
↑
斗

が
“
に
。

言
涯

・
料
澤
●
Ｓ
Σ
≫
菫
喜
′
ヽ
Ｌ
斗
が
ｄ
Ｓ
百
０
ラ
ベ
譜
＞
■
が
“
”
。

」
「
進
諄
ド
岬
妻
い
ヽ
い
』
”
腱
ｒ
∞
』
い
ヽ
つ
叫
』
『

母
卍
＞

ｃ
′
ぅ
潜

．
，

菫

Ｆ
【
Ｓ
■
料
繹
門
ン
■

０
“
け
。

キ
Ｂ
■

，
差
石
再
′
升
薄
Ｓ
藩
辛
コ

ｃ
汁
Σ

，
中
訓
＞
■

０
“
け
。

※
署
δ
い
０
■
Ｓ
ユ
′
（ぷ
Ｓ
ｅ

石
料
華
Ｌ
”
δ
活
薄
群
滓
゛
卍
＞
■
が
“
け
。

き》きヽおヽヽ口)レ汽摯

ヾ
ヽ
R
S

ヽ

§:
潤再

あ

薄 区

言 曇

ゆ
薄

コ
ヨ

蒻
さ

ヽヽヽ澪専

別
記
様
式
第
七

（そ
の

一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ョ
副
琳
料
∬
Ч

（（
Ｓ

」
）

重5
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事 業

'ゝ
ヽ 通 瀾 営詳澪ヨに》ヨ■

別
記
様
式
第
七

（そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

湮
訓
難
丼
絣
劇

≫
ｏ
ヽ
ヽ
お
ヽ
薇
ヽ
理
事

（（
Ｓ
Ｎ
）

“
Ｓ
≧
斧
０
汁

”
餃
再
′

一

＞
卜
”
こ
‘
０

ロ

ト

百
ヨ

・
０

印
事
Ｓ
■

，
菫
再
′
一ヽ
Ｌ
■
夕
ぴ
Ｓ
百
０
ラ
バ
討
＞
■

が
“
け
。

菫
沿
蓋
碑
′
Ｈ
■
δ
滋
⇒
再
○
■
´
ナ
ル
Ｓ
落
⇒
碑
×
ヨ
鮮
討
＞

ｃ
′

，
か
■

，
菫
石
ぷ
δ
Σ
ジ
や
卍
ン
■

夕
“
に
。

鷹
藩
爵
Ｓ
す
０
奎
再
′
ヾ

瞑
督
燿
Ｆ
Ｏ
響
中
〓
■

“
け
。

華
耐
■

，
菫
言
碑
´
＞
Ｓ
Ｓ
一添
幸
撃

Ｃ
計
■

，
や
討
＞
■

が
“
に
。

※
晉
０
い
か
∝
Ｓ
再
′

（（
Ｓ

い
）
言
≫
華

ｒｔ
時
Ｓ
ヽ
藩
牟
ン
゛
卍
＞
■

０
“
時
。

別
記
様
式
第
八

（そ
の

一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

湮
譜
難
＝
鶏
∞

（^

Ｓ

」
）

ギ華
'言

辱登Σ芸絆苺》目言 事 華 >澪 尋 き ヽ き ン S鳥 円 挙

藤

撃

脅

"

ヽ
「
　

かヽ

　

こ
一
　

一上

"
ネ

テ
も
書
湮

「ヽ

　

計

ヽ
　
　
ま
´

1露

1芸
|×

燿

ラLT

郎

)日

薄ヌ

江長

）

↓
喜

・
き
理

・
ヽ
ヨ
）

ヽ

ヽ
，

望 薄

洋

清

融 →

薄

澪

ヽ
ニ

ヽヽヽ露辱
Ｌ

絆

４

・

嚢
〔

〓＞

式
¨

ヽ

慾

一郭
　　　　　ヽ
″　　　　　一「い　　　　　ヽ
」　
　
　
　
〓・‥‐十

≡ )

｀ま.

澪 '2

■ →

ヽ

→

滞

，
　
　
や
宇
　
　

うヽ

※
　
　
一ま
　
　
来
　
　
ヽ
二
　
　
」諄

耳 芸

薦
x

,
勇 奎

対

↓

鷺

薄

澪

　

ン
パ　
　
・
　

き
〓
　

一詳

ヽ
ア

井

ま

〇

摩
華

　
　
摯
こ

藤

お

こ〉

ヽ
　
ゝ
　
一出
　
一″

伸

　

冷

　

袢

準

蒻

辻

　

ゝ

　

一「

　

■
´

[キ

冷

準

ぶヽ

ヽ

　

↓

　

平ヽ

準

）ヽ

洋

　

↓

　

下ヽ

準

ヽ

澪

ヽ
´
・
荘

一諄

ヽ
ア

ヌ

=,ξ
貢 、

〉ヽ
′‐′

■ 全ヽ

〓、二
か
０
一
こ

〓凛

〓
「
“ >

尉
黎
軍
幸
■

一
」
）
「

・Ｆ
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
ｒ

通
　
　
　
〓
２

　

　

、「
　

　

）ニ

↑
⇒
去
一　
　
　
　
　
　
　
　
〇

将モ，
一　　　　‐‐「‐‐‐‐
（‐明

〓
キ

■
一

ヽ
こ
　
ヽ

，

蒙

謙

“
δ
こ
斧
δ
汁
味
崚
碑
　
〓
＞

〓
※
議
ぶ
＞
卜
時
斗
０
“
”
。

書
注

・
，

戸
●
δ
壬
≫
菫
〓
′
ヾ

蟹
■
夕
“
Ｓ
肩
０

，
ハ
記
オ
■
０
“
”
。

三
耐
基
碑
′
〓
辞
δ
墾
⇒
ユ
○
雹
′
う
澤
δ
鹸
⇒
ユ
×
吾
キ
謹
卜

∈
′

，
ル
Σ
鱗
菫
石
ヽ
δ
■

，
゛
一‘
＞
■
さ
い

鷹
海
一密
Ｓ
す
０
菫
二
´
薄
蟹
十
喜
言
○
晉
や
〓
■
●
”
。

事
膏
Σ

，
奎

肩
再
´
≧
薄
Ｓ
一が
キ
毒

Ｃ
計
Σ
料
や
詢
´
■
が
“
ド
ヽ

※
■
δ
ゝ
０
０
Ｓ
再
′
（（
Ｓ

ｕ
）
言

，
素

Ｌ
“
Ｓ
升
薄
詳
澪
キ
許
レ
■

が
“
け
。
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別
記
様
式
第
八

（そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

理
訓
難
丼
絣
∞

Ｓ
沐
讐
澪
甦
葬

（ヽ

Ｏ

Ｎ
）

事 案 ,ゝ ヽ L¬ ≧露澪§蔵らヨ中

事
ふ

“
Ｓ
≧
育
Ｓ
Ｘ

”
財
碑
′
〓
＞
Ｈ
※
注
事
＞

●
”
■
が
“
卜
ヽ

菫
ョ

・
，

津
事
Ｓ
Ｉ
≫
警
再
′
雨
よ
■
夕
∝
Ｓ
言
０
ラ
バ
卍
＞
■
夕
“
に
。

き
い
き
薔
′
■
■
０
）
０
再
○
ヨ
′
う
層
Ｓ
準

〓＞
再
×
雹
鮮
卍
＞

ｃ
′
ヽ
層
Σ

，
蓋
石
ぷ
Ｓ
Σ
Ｏ
中
卍
＞
斗
が
“
に
。

颯
力
尋
Ｓ
ざ
ざ
警
再
´
ヾ

ヽ
■
颯
百
○
晉
゛
ユ
■

“
時

，

奎

湾罐議

郷饉

｝Ｒ

翼

象
翼

卜斗ｌ

別
記
様
式
第
二
十
八

（そ
の

一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

曽
譜
難
丼
∬
曽

（ヽ

Ｓ

卜
）

+市 場 澪 尋 」 潔 χ ま み =三 キ李夕活辱_~満 え
=み

十:」 ヽ 一 ヾ ヽ )

一懸

薄

‥一
´
　

一つ

　

一ヽ

　
　
一
一

,I

さ

ヽ

一
郷
一が

「ヽ
い
こ

ヨ
　
　
ヘ」

ざ

　

　

勢

で

゛

|

ヽ

贈

ご

ヽ

甦

群゙

落

■
Ｌ

ギ♯)ヽ ヽ≧ヨヨ

ヽ

当

※

X

済

ヽ

↓

洋

鵞

姜

ヽ

米

き

専

澪

，

華

)|

コ

し

ヽ
′　
　
　
　
ヽヽ
　
　
　
　
い
、
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。
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１
　
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
及

び
起
動
用
ガ
ス
容
器
等
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
、
加
圧
式
ハ
ロ

ゲ
ン
化
物
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
起
動
用
ガ
ス
容
器
等
、
粉
末
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
粉
末
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
、

加
圧
式
粉
末
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
及
び
起
動
用
ガ
ス
容
器
等
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵

容
器
等
及
び
加
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等
並
び
に
パ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
蓄
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器

等
及
び
加
圧
式
消
火
薬
剤
貯
蔵
容
器
等

（以
下

「ガ
ス
系
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
点

検
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
用
設
備
等
の
点
検
の
基
準
及
び
消
防
用
設
備
等
点
検
結

果
報
告
書
に
添
付
す
る
点
検
票
の
様
式
を
定
め
る
件

（以
下

「新
告
示
」
と
い
う
。
）
別
表
第
六
１
田
及
び
②
、
別
表

第
七
１
０
か
ら
０
ま
で
、
別
表
第
八
１
０
か
ら
０
ま
で
、
別
表
第
二
十
八
ｌ
②
及
び
０
並
び
に
別
表
第
二
十
九
ｌ
②

及
び
０
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤

貯
蔵
容
器
等
の
容
器
弁
又
は
安
全
装
置
の
外
形
の
点
検
に
お
い
て
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
ア」
の
限
り
で
な
い
。

一
　

二
酸
化
炭
素
を
消
火
剤
と
し
て
用
い
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等

（以
下

「
二
酸
化
炭
素

消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十

一
日
以
前
に
設
置
さ
れ
た
も

の
に
あ
っ
て
は
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十

一
日
、
昭
和
五
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
五
年
二
月
三
十

一
日
ま
で

の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
平
成
二
十
年
二
月
二
十

一
日
、
平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
こ
の
告
示
の
施

行
の
日

（以
下

「施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ

っ
て
は
当
該
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
が
設
置
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
を
経
過
す

る
日

一
一　
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
以
外
の
ガ
ス
系
消
火
設
備
の
消
火
剤
貯
蔵
容
器
等
の
う
ち
、
昭

和
六
十
二
年
二
月
二
十

一
日
以
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
平
成
二
十
年
二
月
二
十

一
日
、
昭
和
六
十
三

年
四
月

一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
あ

っ
て
は
当
該
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
消

火
剤
貯
蔵
容
器
等
が
設
置
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
年
を
経
過
す
る
日

３
　
新
告
示
別
記
様
式
第
六
か
ら
別
記
様
式
第
八
ま
で
、
別
記
様
式
第
二
十
八
及
び
別
記
様
式
第
二
十
九
に
規
定
す
る

様
式
は
、
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ
消
防
庁
告
示
第
二
十
号

消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
二
十
四
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
型
式
適
合

検
定
の
方
法
を
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
製
造
工
程
に
お
け
る
検
査
の
信
頼
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十

一
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
長
官
　
大
石
　
利
雄

消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
型
式
適
合

検
定
の
方
法
を
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
製
造
工
程
に
お
け
る
検
査
の
信
頼
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
と
し
て
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
器
具
等
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
下
欄
に
掲

げ
る
主
要
な
検
査
項
目
に
係
る
測
定
結
果
が
製
造
工
程
に
お
い
て
確
実
に
記
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

住
宅
用
防
災
警
報
器

火
災
報
知
設
備
の
感
知
器

機
械
器
具
等

感
度
及
び
感
知
後
の
火
災
警
報
の
作
動

感

度

主
要
な
検
査
項
目

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

18



事 務 局 だ よ り

◎組合行事予定及び組合員情報
〇平成 25年 12月 19日 (木)ボウリング大会 (高 田馬場 BIGBOX)

及び忘年会

○平成 26年 1月 16日 (木)新年賀詞交歓会 (東京ガーデンパ レス)

ご案内を同封 します。万障お繰 り合わせの上ご参加 ください。

○事務局・年末年始の休 日について

添付別紙の通 り :年末 12月 28日 より、年始 1月 5日 まで休業です。

宜 しくお願いしたします。

○組合員退会 : テクノ防災サービス株式会社

○組合員代表者 (代表取締役社長)交替 :

株式会社オガワ防災  (新)小り|1真澄  (前)小り|1健二

◎共済制度について

●消防設備保守 0点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と 提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・

受託者賠償責任保険がセ ッ トになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東 自動車共済共同組合 と提携 しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と 提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願い します。

組合員の皆様には、いつも FAXで ご注文をいただき誠にあ りがとうござ
います。 ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂 くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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平成 25年 12月  日

組 合 員 各 位

拝啓

平素より当組合事業にご協力賜り誠に有難う御座います。

さて、年末年始の業務は下記の日程になります。

何かとご不便をおかけしますが、宜しくお願い申し上げます。

謹  白

年末 12月 28日 (土)より～

年始 1月 5日 (日

(1月  6日 (月 )

)迄休業

より通常営業 )

郷
　
設

本
　
災

区
　
防

一只
　
本

文
　
日

1 -- 1  5

備 協 同

- 6

組 合

年末年始の休業日のご案内


